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昭
和
八
年
一
月
一
日
、
私
は
ゆ
う
ぜ
ん
と
し
て
ひ
と
り
（
い
つ
も
ひ
と
り
だ
が
）
こ
こ
こ
う
し
て
か
し

こ
ま
っ
て
い
た
。

　
昨
年
は
筑
前
の
或
る
炭
坑
町
で
新
年
を
迎
え
た
。
一
昨
年
は
熊
本
で
、
五
年
は
久
留
米
で
、
四
年
は
広

島
で
、
三
年
は
徳
島
で
、
二
年
は
内
海
で
、
元
年
は
味
取
で
。
　
　

　
一
切
は
流
転
す
る
。
流
転
す
る
か
ら
永
遠
で
あ
る
、
と
も
い
え
る
。
流
れ
る
も
の
は
流
れ
る
が
ゆ
え
に

常
に
新
ら
し
い
。
生
々
死
々
、
去
々
来
々
、
そ
の
な
か
か
ら
、
或
は
そ
の
な
か
へ
、
仏
が
示
現
し
た
ま
う

の
で
あ
る
。

　
私
は
ま
だ
『
あ
な
た
ま
か
せ
』
に
ま
で
帰
納
し
き
っ
て
い
な
い
こ
と
を
恥
じ
る
が
、
与
え
ら
れ
る
も
の

は
、
た
と
え
そ
れ
が
パ
ン
で
あ
ろ
う
と
、
石
で
あ
ろ
う
と
、
何
で
あ
ろ
う
と
あ
り
が
た
く
戴
く
だ
け
の
心

が
ま
え
は
持
っ
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。

　
行
乞
の
或
る
日
、
或
る
家
で
、
ふ
と
額
を
見
た
ら
、
『
独
慎
』
と
書
い
て
あ
っ
た
。
忘
れ
ら
れ
な
い
語

句
で
あ
る
。
こ
れ
は
論
語
か
ら
出
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
の
意
味
は
詮
ず
る
と
こ
ろ
、
自
分
を
欺
か
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
自
分
が
自
分
に
嘘
を
い
わ
な
い
よ
う
に
な
れ
ば
、
彼
は
磨
か
れ
た
人
で
あ
る
。

人
物
に
大
小
は
あ
っ
て
も
人
格
の
上
下
は
な
い
。
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私
は
五
十
二
歳
の
新
年
を
迎
え
た
。
ふ
り
か
え
り
み
る
過
去
は
『
あ
さ
ま
し
い
』
の
一
語
で
尽
き
る
。

た
だ
感
情
を
偽
ら
な
い
よ
う
に
し
て
生
き
て
い
た
こ
と
が
、
せ
め
て
も
の
よ
ろ
こ
び
で
あ
る
。

　
独
慎
　
　
こ
の
二
字
を
今
年
の
書
き
初
め
と
し
て
、
私
は
心
の
紙
に
は
っ
き
り
と
書
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
三
八
九
」
第
五
集
　
昭
和
八
年
一
月
二
十
日
発
行
）
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青
空
文
庫
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底
本
：
「
山
頭
火
随
筆
集
」
講
談
社
文
芸
文
庫
、
講
談
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（
平
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）
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（
平
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）
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月5

日
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初
出
：
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三
八
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第
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昭
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日
発
行
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力
：
門
田
裕
志

校
正
：
仙
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月19

日
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青
空
文
庫
作
成
フ
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イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
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w
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で
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ま
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た
。
入
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は
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の
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ん
で
す
。
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